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こ
の
論
考
は
、
高
橋
峯
次
郎
あ
て
軍
事
郵
便
の
分
析
の
一
環
と
し
て
、
中
国
と
の
戦
争
に
参
加
し

た
兵
士
が
戦
場
で
何
を
し
た
か
、
ま
た
戦
争
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
、
軍
事
郵
便
か
ら
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
従
来
の
高
橋
峯
次
郎
あ
て
軍
事
郵
便
の
研
究
は
、
農
民
兵
士
の
視
点
か

ら
戦
場
の
中
国
農
民
の
生
活
を
ど
う
見
て
い
た
か
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
中

国
と
の
戦
争
の
遂
行
を
担
っ
た
兵
士
と
し
て
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
き
た
。

　
従
来
、
軍
事
郵
便
は
検
閲
の
た
め
に
真
実
を
書
け
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
、
軍
事
郵

便
か

ら
侵
略
戦
争
の
加
害
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
、
静
岡
県
浅
羽
町
の
軍
事
郵
便
を
使
っ
た
小
池

善
之
氏
の
研
究
が
で
て
い
る
。
こ
の
成
果
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
も
こ
の
論
文
の
課
題
で
あ
る
。

　
論
文
で
は
、
高
橋
徳
松
・
千
葉
徳
右
衛
門
・
菊
池
清
右
衛
門
・
石
川
庄
七
・
高
橋
千
太
郎
・
高
橋

徳
兵
衛
・
菊
池
八
兵
衛
・
加
藤
清
逸
の
軍
事
郵
便
に
書
か
れ
た
戦
場
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
戦
闘
の
様
子
で
は
、
日
本
兵
が
女
性
・
子
供
を
含
む
中
国
住
民
や
捕
虜
・
敗
残
兵
を
殺
し
、
住
民

の

家
を
焼
き
、
そ
の
財
産
を
略
奪
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
蔑
視
し
て
い
た
中
国
軍
が

住
民
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
強
固
に
抵
抗
し
て
い
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
軍
の
攻

撃
・
爆
撃
に
よ
り
廃
嘘
に
な
り
死
体
が
放
置
さ
れ
て
い
る
都
市
の
様
子
、
日
本
軍
が
軍
事
力
で
占
領

地
支
配
を
維
持
し
て
お
り
、
日
本
軍
の
い
い
な
り
に
な
る
政
権
を
つ
く
り
、
植
民
地
と
同
様
に
日
本

化
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
毒
ガ
ス
戦
の
準
備
の
様
子
を
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

農
民
兵
士
の
軍
事
郵
便
か
ら
も
、
日
本
の
中
国
へ
の
戦
争
が
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
の
人

び

と
に
多
大
な
災
難
、
損
害
と
苦
痛
を
与
え
て
お
り
、
戦
争
犯
罪
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
農
民
兵
士
は
B
本
軍
の
戦
争
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
お

り
、
中
国
兵
の
殺
毅
な
ど
を
面
白
が
っ
て
お
り
、
中
国
人
を
悲
惨
と
思
い
、
日
本
人
に
生
ま
れ
た
こ

と
を
喜
び
、
戦
争
に
負
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
軍
事
郵
便
か
ら
読

み

取
れ
る
。
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0
は
じ
め
に

1
　
課
題
の
意
義

こ
の
論
考
の
課
題
は
、
高
橋
峯
次
郎
あ
て
軍
事
郵
便
を
通
し
て
、
日
本
の
中
国
と

の
戦
争
に
参
加
し
た
兵
士
が
戦
場
で
何
を
し
た
か
、
何
を
見
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
菊
池
敬
一
著
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵

便
ー
高
橋
峯
次
郎
と
農
民
兵
士
た
ち
』
、
岩
手
・
和
我
の
ペ
ン
編
『
農
民
丘
ハ
士
の
声

が
き
こ
え
る
ー
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
か
ら
』
な
ど
の
、
高
橋
峯
次
郎
あ
て
軍
事

郵
便
の
研
究
が
、
農
民
兵
士
と
い
う
視
点
か
ら
、
農
民
と
し
て
戦
場
と
な
っ
た
中
国

の

農
民
の
生
活
を
ど
う
見
て
い
た
か
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
日

本
の
戦
争
の
遂
行
を
担
っ
た
兵
士
と
し
て
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
、

日
中
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
軍
は
中
国
の
人
び
と
に
何
を
与
え
た
か
、
そ
の
こ
と
を

農
民
兵
士
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
、
を
軍
事
郵
便
か
ら
読
み
と
る
こ
と
で
あ
る
。

　
従
来
軍
事
郵
便
は
、
手
記
や
日
記
な
ど
に
比
べ
て
も
、
検
閲
が
あ
る
た
め
、
真
実

を
伝
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
、
軍
事
郵
便

に
も
侵
略
戦
争
の
加
害
の
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
は
『
浅
羽
町
史
』
で
あ
り
、
そ
の
資
料
編
三
に
は
、
小
池

善
之
氏
の
解
説
に
よ
り
軍
事
郵
便
が
収
録
さ
れ
、
『
静
岡
県
近
代
研
究
』
第
二
四
号

に
は
小
池
善
之
著
「
南
京
事
件
を
追
う
ー
軍
事
郵
便
の
中
の
日
申
戦
争
」
が
掲
載
さ

れ
て

い

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
先
行
研
究
と
し
て
紹
介
し
、
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
ま
ず
第
三
師
団
第
二
陸
上
輸
卒
隊
の
兵
士
の
一
連
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

天
津
か

ら
の
手
紙
で
は
「
毎
日
便
衣
隊
が
我
々
の
手
に
取
ら
は
れ
る
の
で
す
が
、
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

路
上
で
皆
銃
殺
志
て
終
ま
す
。
」
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
の
保
定
の
手
紙
で
は
「
残
兵

狩
に
出
て
居
ま
す
。
…
…
毎
日
五
人
や
十
人
く
ら
い
殺
し
て
帰
ま
す
。
中
に
わ
良
人

も
殺
ま
す
が
、
何
分
気
が
立
っ
て
い
る
の
で
居
る
者
は
皆
殺
ま
す
。
哀
れ
な
者
さ
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
人

な
ん
て
。
全
く
虫
だ
ね
。
」
、
南
京
占
領
後
の
手
紙
で
は
「
去
年
の
三
十
一
日
ま

で
支
那
兵
の
捕
た
の
お
、
毎
日
揚
子
江
で
二
百
人
つ
つ
殺
し
た
よ
。
川
に
手
お
し
ば

っ

て

落
し
て
置
い
て
上
か
ら
銃
で
打
っ
た
り
、
刀
で
首
お
切
っ
た
り
し
て
殺
す
が
、

亡

国
の
民
は
実
に
哀
れ
だ
ね
。
ま
る
で
に
わ
鳥
で
も
殺
す
用
な
気
が
す
る
よ
。
十
二

月
二
十
七
日
の
夜
は
、
兵
姑
部
に
食
糧
お
盗
に
来
た
の
で
、
七
人
捕
て
銃
倹
で
突
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

し
た
が
面
白
い
物
だ
っ
た
よ
。
」
「
平
和
に
な
っ
た
南
京
市
に
は
毎
日
市
民
が
続
々
帰

っ

て

来
る
よ
。
来
て
も
口
ね
。
夜
が
来
て
も
寝
る
所
も
無
し
。
此
の
寒
さ
に
ふ
る
え

て

死
ん

で
行
く
者
も
一
日
に
何
百
人
で
す
よ
。
哀
れ
な
支
那
人
で
す
ね
。
敵
国
人
で

有
り
な
が
ら
哀
れ
だ
ね
。
町
の
実
況
や
市
民
の
哀
な
姿
な
ぞ
内
地
の
人
々
に
見
せ
て

や

っ

て
、
口
戦
敗
し
た
る
国
人
の
哀
さ
お
見
せ
、
日
本
国
土
お
強
く
せ
た
い
と
思

　べ
　ふ

。
」
「
も
ふ
支
那
兵
の
死
人
が
温
に
な
っ
て
く
さ
る
の
で
、
悪
匂
が
鼻
お
切
る
様
に

に
お
っ
て
来
る
よ
。
全
く
戦
地
だ
ね
。
揚
子
江
の
く
ろ
に
は
死
人
の
山
で
口
の
ご
と

く
だ
よ
。
一
寸
内
地
の
人
々
が
見
た
ら
驚
く
ね
。
く
さ
っ
て
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
て
居

　
　
ら
　

る
よ
。
」
、
安
慶
に
行
く
途
中
の
手
紙
で
は
「
爆
弾
が
爆
発
し
て
命
中
し
て
支
那
の
兵

が
コ

ロ

コ

ロ

と
死
ん
で
行
く
様
は
全
く
面
白
く
、
人
間
の
様
で
は
有
ま
せ
ん
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
見
事
な
物
だ
っ
た
よ
。
」
と
あ
る
。
別
の
兵
士
の
南
京
か
ら
の
手
紙
か
ら
「
当

地
方
は
戦
略
上
土
民
も
一
人
残
ら
ず
銃
殺
し
た
関
係
上
、
見
渡
す
限
り
の
沃
野
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ら
雑
草
の
広
野
原
と
化
し
、
見
る
も
無
惨
な
状
態
と
化
し
て
い
ま
す
。
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
別
の
兵
士
の
手
紙
か
ら
「
毒
瓦
斯
の
研
究
を
や
っ
て
ゐ
る
為
、
学

課
等
も
多
い
。
毒
瓦
斯
は
秘
密
中
の
秘
密
に
な
っ
て
ゐ
る
為
こ
こ
に
書
く
こ
と
を
許

　
　
　
　
ハ
さ
ソ

さ
れ
ま
せ
ん
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
別
の
兵
士
の
手
紙
か
ら
「
戦
場
で
な
く

て

は

味
ふ

こ
と
の
出
来
な
い
事
も
数
多
く
有
り
ま
す
。
先
づ
強
行
軍
を
終
へ
て
夕
方

宿
営
地
に
つ
く
と
徴
発
で
す
。
（
も
っ
と
も
隊
長
殿
の
許
可
が
な
く
て
は
徴
発
は
で

き
ま
せ
ん
が
）
徴
発
と
云
っ
て
も
鍬
と
か
品
物
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
之
等
は
土
民
達

が

に
げ
る
時
に
持
っ
て
行
っ
て
何
も
有
り
ま
せ
ん
。
食
物
（
さ
い
）
で
す
。
大
き
な
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三

十
貫
も
有
る
様
な
豚
を
か
つ
い
て
来
る
者
も
有
る
か
と
思
へ
ば
、
お
い
し
そ
う
に

よ
く
こ
え
た
に
わ
と
り
を
さ
げ
て
来
る
者
も
有
る
。
こ
れ
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
料
理
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
夕
食
の
さ
い
に
す
る
。
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
小
池
氏
は
「
毎
日
殺
し
て
い
く
な
か
で
、
そ
れ
に
慣
れ
て
い
っ
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
0
）

う
状
況
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
」
「
中
国
人
を
人
間
と
し
て
見
な
い
、
見
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね

と
し
な
い
日
本
兵
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
」
「
戦
場
に
行
っ
た
兵
士
た
ち
が
『
殺
人
』

を
た
め
ら
い
も
な
く
行
う
こ
と
、
そ
の
背
景
に
中
国
人
蔑
視
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

　
　
ロ
　

い

る
。
」
「
『
南
京
大
虐
殺
』
に
郷
土
出
身
の
兵
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

日
揚
子
江
で
二
百
人
ず
つ
殺
し
た
と
い
う
記
述
に
は
戦
懐
を
覚
え
る
。
」
「
寝
る
所
も

な
い
の
は
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
家
が
破
壊
・
放
火
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
厳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

い
食
糧
難
も
続
い
て
い
た
。
」
「
猛
烈
な
死
臭
と
腐
乱
し
た
死
体
の
様
子
が
、
短
い
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
な
か
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
」
「
中
国
軍
兵
士
が
『
コ
ロ
コ
ロ
と
死
ん
で
行
く
様
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
『
面
白
い
』
と
記
す
兵
士
。
こ
れ
が
戦
争
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
農
民
出

身
ら
し
く
荒
れ
果
て
た
農
地
を
気
遣
う
。
し
か
し
そ
の
原
因
は
『
土
民
』
を
一
人
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ら
ず
銃
殺
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
」
「
日
本
軍
兵
士
に
よ
る
徴
発
…
…
が
記
さ
れ
て
い

（1
8
」

る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
え
で
、
小
池
氏
は
「
検
閲
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
軍
事
郵
便
に
、
戦
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
＞

具
体
的
な
状
況
を
書
き
、
か
つ
送
る
こ
と
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
。
」
と
い
う
課
題
に

対

し
て
「
家
族
や
役
場
に
は
、
お
そ
ら
く
自
ら
の
『
殺
人
体
験
』
は
記
さ
な
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
兵
士
の
手
紙
は
、
郷
里
の
仲
の
良
い
先
輩
に
宛
て
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

で
あ
る
。
だ
か
ら
赤
裸
々
に
書
い
た
し
、
そ
れ
は
確
実
に
配
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」

「
で

は
な
ぜ
検
閲
を
通
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
…
…
戦
時
下
、
中
国
人
に
対
す
る
強
い

蔑
視

に
よ
り
、
中
国
人
を
殺
す
こ
と
に
日
本
人
は
何
の
痛
痒
も
感
じ
な
い
よ
う
に
な

っ

て

い

た
。
中
国
大
陸
で
中
国
人
を
殺
害
す
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い
た
時
、
手

紙

に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
れ
　

で

は
な
い
か
。
」
と
答
え
て
い
る
。
中
国
人
を
殺
害
す
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
検
閲
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
通

り
で
あ
る
と
、
私
も
考
え
る
。
し
か
し
、
も
う
一
点
の
、
宛
先
に
よ
り
可
能
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
で
み
る
よ
う
に
小
学
校
や
青
年
学
校
の
教
師
を
務

め
、
在
郷
軍
人
会
の
責
任
者
で
あ
っ
た
高
橋
峯
次
郎
あ
て
の
軍
事
郵
便
に
も
、
戦
地

の

具
体
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
単
に
仲
の
良
い
先
輩
の
み
で
な
く
、
半
ば
公

的
な
所
に
あ
て
た
軍
事
郵
便
で
も
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
と
広
げ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

2

取
り
上
げ
る
軍
事
郵
便
の
限
定

　
以

下
、
高
橋
峯
次
郎
あ
て
軍
事
郵
便
に
書
か
れ
た
戦
場
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
く

が
、
こ
こ
で
は
高
橋
あ
て
に
多
数
の
軍
事
郵
便
を
出
し
た
兵
士
に
し
ぼ
り
、
そ
の
中

で
実
際

に
戦
場
の
様
子
を
書
い
て
い
る
も
の
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
は

具
体
的
に
は
、
以
下
の
人
た
ち
で
あ
る
。

　
高
橋
徳
松
は
、
一
九
三
一
年
＝
月
か
ら
満
州
派
遣
軍
歩
兵
第
三
一
連
隊
の
機
関

銃
中
隊
に
属
し
、
中
国
東
北
地
方
で
戦
闘
や
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。
一
九
三
四
年

に
現
地
除
隊
し
、
熱
河
線
凌
源
満
鉄
自
警
隊
本
部
に
務
め
て
い
る
。

　
千
葉
徳
右
衛
門
は
一
九
三
二
年
一
月
に
入
営
し
、
一
九
三
二
年
四
月
に
中
国
東
北

地
方
へ
渡
り
、
満
州
派
遣
軍
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
に
属
し
、
義
州
の
警
備
に

つ
き
、
一
九
三
三
年
二
月
に
は
連
山
に
移
り
、
さ
ら
に
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
二
日

に
は
古
北
口
に
移
っ
た
。
そ
の
間
、
討
伐
、
掃
討
戦
に
参
加
し
て
い
る
。
古
北
口
で

は

毒
ガ
ス
の
専
習
員
に
な
っ
て
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
一
九
三
四
年
四
月
に
凱
旋
兵

と
し
て
除
隊
し
て
い
る
。

　
菊
池
清
右
衛
門
は
一
九
三
七
年
度
現
役
兵
で
あ
り
、
中
国
東
北
地
方
に
行
き
、
一

九

四
一
年
に
帰
郷
し
て
い
る
。

　
石
川
庄
七
は
、
一
九
三
三
年
に
召
集
さ
れ
、
弘
前
の
歩
兵
第
三
一
連
隊
に
属
し
て

毒
ガ
ス
の
教
育
を
受
け
て
い
る
が
、
戦
地
に
は
出
て
い
な
い
。
そ
の
後
再
び
、
日
中

戦
争
勃
発
直
後
の
一
九
三
七
年
八
月
三
一
日
に
充
員
召
集
を
受
け
、
第
一
〇
八
師
団

に
属
し
北
平
（
現
、
北
京
）
を
経
て
、
中
国
本
土
の
北
部
に
入
り
、
太
原
作
戦
、
河
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北
戯
定
作
戦
、
占
領
地
の
粛
正
作
戦
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
二
月
一

日
に
帰
郷
し
た
。

　
高
橋
千
太
郎
も
、
一
九
三
七
年
八
月
三
一
日
に
出
発
し
、
中
国
本
土
の
北
部
で
第

一
〇

八
師
団
に
属
し
て
、
太
原
作
戦
、
河
北
戯
定
作
戦
、
占
領
地
の
粛
正
作
戦
な
ど

に
参
加
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
二
月
一
日
に
帰
郷
し
た
。

　
高
橋
徳
兵
衛
も
、
一
九
三
七
年
八
月
に
出
征
し
、
中
国
本
土
の
北
部
で
第
一
〇
八

師
団
に
属
し
て
、
太
原
作
戦
、
河
北
鐡
定
作
戦
、
占
領
地
の
粛
正
作
戦
な
ど
に
参
加

し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
一
一
月
に
帰
郷
し
た
。

　
菊
池
八
兵
衛
は
一
九
三
八
年
八
月
か
ら
中
国
本
土
北
部
の
戦
場
で
第
一
〇
八
師
団

に
属
し
て
粛
正
作
戦
に
参
加
し
、
敗
残
兵
・
匪
賊
の
討
伐
を
し
て
い
る
。

　
加
藤
清
逸
は
、
一
九
三
七
年
七
月
三
一
日
出
発
し
、
九
月
三
日
に
天
津
に
上
陸

し
、
北
平
へ
行
つ
た
あ
と
、
中
国
本
土
北
部
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。
＝
日
に
は
北

平

を
出
発
し
、
保
定
会
戦
、
石
家
荘
作
戦
、
太
原
作
戦
、
河
北
織
定
作
戦
、
占
領
地

の

粛
正
作
戦
な
ど
に
参
加
し
た
。
当
初
は
第
二
〇
師
団
に
属
し
て
い
た
が
、
一
九
三

八
年
四
月
に
第
一
〇
九
師
団
に
配
属
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
中
国
本
土
の
中
部
、

南
昌
攻
略
作
戦
に
参
加
し
、
入
城
後
残
敵
の
掃
討
を
し
、
貴
陽
方
面
の
討
伐
を
し
て

い

る
。
さ
ら
に
中
国
本
土
の
南
部
の
南
寧
攻
略
作
戦
に
参
加
し
、
占
領
後
宣
撫
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
軍
事
郵
便
に
書
か
れ
た
戦
場

1
　
戦
闘
の
様
子

　
こ
こ
か
ら
、
軍
事
郵
便
の
実
際
の
内
容
を
テ
ー
マ
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。
ま
ず
最
初
は
特
徴
的
な
戦
闘
の
様
子
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
中
国
東
北
地
方
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、
高
橋
徳
松
と
千
葉
徳
右
衛
門
が
軍
事
郵
便

に
書
い
て
い
る
。
高
橋
徳
松
は
、
一
九
三
一
年
一
二
月
二
一
日
付
の
葉
書
で
は
「
馬

賊
の
チ
ャ
ン
コ
ロ
さ
ん
が
出
没
す
る
。
…
…
偉
大
な
機
関
銃
で
射
撃
す
れ
ば
忽
ち
死

の

巷
と
化
す
。
死
ん
で
も
誰
も
か
ま
つ
て
く
れ
ぬ
。
支
那
主
義
。
敵
と
言
へ
共
哀
れ

　
　
　
（
2
2
）

な
も
の
さ
。
」
と
書
い
て
い
る
。
一
九
三
一
年
一
二
月
二
三
日
付
の
書
簡
で
は
「
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

方
の
敵
兵
も
バ
タ
く
と
死
体
を
重
ね
る
の
で
は
あ
っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
千
葉
徳
右
衛
門
は
、
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
付
の
書
簡
で
は
「
南
方
に
討
伐
に

出
か
け
ま
し
た
。
…
…
片
端
し
か
ら
掃
蕩
始
め
、
八
時
頃
迄
掛
り
七
八
の
馬
賊
を
生

捕
り
し
て
…
…
両
三
の
調
査
の
結
果
確
実
な
る
馬
賊
な
の
で
此
の
時
射
殺
し
て
し
ま

　
　
　
（
2
4
）

い
ま
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
一
〇
月
二
二
日
付
の
書
簡
で
、
「
十
月
八
日
に

又
歩
三
一
の
主
力
が
出
動
し
討
伐
が
あ
り
ま
し
た
。
…
…
劉
竜
台
の
部
落
…
…
学
良

系
の
バ
シ
ー
タ
と
か
と
云
ふ
者
の
引
い
た
義
勇
軍
が
居
つ
た
の
で
す
。
…
…
其
の
山

陰
に
又
三
ぼ
う
営
子
と
云
ふ
処
が
有
り
ま
し
て
軍
旗
を
守
れ
る
処
の
三
大
隊
は
汽
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
迂
）

で
朝
陽
寺
迄
進
出
し
、
敵
の
背
面
に
宇
回
し
た
の
で
す
。
片
端
か
ら
掃
討
を
始
め
小

銃
や
槍
な
ど
を
押
収
し
九
時
頃
に
全
く
終
り
ま
し
た
。
帰
り
が
け
に
火
を
放
つ
て
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

途

に
就
き
ま
し
た
。
…
…
痛
快
で
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
二

二

日
付
の
書
簡
で
は
「
去
る
十
月
十
八
日
午
後
五
時
頃
義
勇
軍
の
朱
斎
青
の
率
い
居

る
二
千
数
百
名
が
義
州
部
隊
を
攻
撃
し
来
た
り
と
の
密
偵
の
報
告
あ
り
て
、
…
…
敵

に
肉
迫
せ
し
に
、
敵
は
総
崩
れ
と
な
り
逃
げ
始
め
ま
し
た
。
其
の
後
は
追
撃
に
追

撃
、
停
車
場
よ
り
二
里
程
も
進
出
致
し
ま
し
た
。
其
の
間
ば
た
り
ー
と
倒
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

有
様
の
小
気
味
よ
さ
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
国
東
北
地
方
の
掃
討
に
お
い
て
、
激
し
い
攻
撃
を
か
け
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
中
国
人
を
蔑
視
し
て
お
り
、
中
国
人
が
撃
た
れ
て
ば
た
ば
た
倒
れ
る

こ
と
を
小
気
味
よ
い
と
書
い
て
お
り
、
戦
闘
後
に
放
火
し
て
い
る
が
こ
れ
も
痛
快
と

書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
捕
虜
も
馬
賊
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
殺
害
し
て
い
る
。

　

つ

ぎ
に
、
中
国
本
土
北
部
で
の
戦
闘
で
は
、
石
川
庄
七
は
、
一
九
三
七
年
＝
月

一
二

日
付
の
書
簡
で
は
「
今
度
＝
月
九
日
の
午
後
二
時
よ
り
河
北
省
の
任
県
及
南

和
間
に
戦
闘
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
愈
々
参
加
致
し
ま
し
た
。
何
ん
だ
か
実
戦
の
気

持
ち
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
演
習
の
様
な
気
分
で
発
列
す
る
弾
を
見
て
喜
ん
で
居
る
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様

な
訳
で
し
た
が
、
だ
ん
く
と
戦
も
烈
し
く
な
つ
て
負
傷
者
や
死
者
が
出
来
る
様

に
な
て
来
ま
し
た
ら
、
始
め
て
恐
し
く
な
た
様
で
し
た
。
内
地
で
聞
い
て
居
っ
た
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
7
）

に
支
那
兵
は
速
ぐ
逃
げ
ま
せ
ん
。
仲
々
強
固
で
吾
軍
を
な
や
せ
ま
し
た
。
」
と
書

き
、
一
九
三
八
年
二
月
七
日
付
と
思
わ
れ
る
葉
書
で
は
「
警
備
と
匪
賊
討
伐
に
多
忙

を
極
め
て
居
り
ま
す
が
、
大
し
た
事
も
な
く
ど
ん
く
三
百
、
五
百
、
千
と
帰
順
し

ま
す
。
一
番
頑
強
な
る
敵
は
山
西
方
面
か
ら
集
た
共
産
軍
の
敗
残
ら
し
い
の
で
す
。

け
れ
共
何
千
居
つ
て
も
恐
ろ
し
い
気
持
は
な
く
ど
ん
く
攻
撃
し
ま
す
。
…
…
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

余

さ
ず
殺
け
る
事
は
出
来
な
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
五
月

七

日
付
書
簡
で
は
「
今
度
の
山
西
方
面
。
戦
闘
は
仲
々
の
戦
闘
で
、
吾
々
老
取
兵
と

し
て
は
出
来
過
ぎ
た
様
で
し
た
。
…
…
突
撃
す
る
も
の
な
く
、
逃
げ
る
支
那
兵
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

時
は
五
十
米
百
米
の
間
射
撃
、
又
突
撃
い
や
、
十
五
六
人
や
つ
け
ま
し
た
。
」
と
書

き
、
一
九
三
八
年
＝
月
一
四
日
付
書
簡
で
は
「
山
西
の
南
部
、
黄
河
に
近
き
山
に

居
っ
て
警
備
致
し
居
り
ま
す
か
ら
、
御
安
心
下
さ
い
。
此
の
山
に
は
敗
残
の
巣
で
相

も
敵
は
あ
ち
こ
ち
に
集
団
致
し
て
居
り
ま
す
。
九
月
以
来
大
き
な
討
伐
も
二
三
回
あ

　
　
　
　
（
3
0
）

り
ま
し
た
が
、
」
と
書
い
て
い
る
。

　
高
橋
千
太
郎
は
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
四
日
付
書
簡
で
は
「
敗
残
兵
の
討
伐
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

十
月
初
旬
一
回
や
り
ま
し
た
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
一
月
付
書
簡
で
は
「
十
月

三

十
一
日
に
行
動
を
開
始
致
し
た
の
で
御
座
い
ま
す
。
先
づ
山
西
省
大
原
方
面
の
戦

闘
に
参
加
す
べ
く
…
…
任
県
城
を
占
領
日
章
旗
を
樹
て
た
…
…
附
近
に
散
在
し
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

部
落
を
掃
蕩
し
つ
・
前
進
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
の
書
簡
で
は

「
第
二
期
作
戦
の
基
に
二
月
九
日
を
期
し
北
支
西
方
な
る
山
西
省
に
在
る
有
力
な
る

支
那
第
八
路
軍
抗
日
共
産
軍
膚
徴
撃
滅
の
命
を
受
け
当
師
団
は
出
動
を
開
始
し
ま
し

（3
3
）

た
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
五
月
一
五
日
付
書
簡
で
は
「
山
西
省
に
入
っ
て
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

の

共
産
軍
と
の
対
戦
山
岳
戦
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
六
月
八
日
付
の
葉
書
で
「
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
5
）

も
去
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
四
日
付
書
簡
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

「だ
が
何

し
ろ
当
山
西
省
に
入
っ
て
か
ら
は
敵
は
が
ん
強
な
も
ん
で
す
。
」
と
書
い
て

い
る
。

　

高
橋
徳
兵
衛
は
、
一
九
三
八
年
五
月
六
日
付
書
簡
で
「
同
蒲
線
は
毎
日
の
様
に
鉄

道
破
壊
で
わ
つ
か
一
ヶ
大
隊
の
兵
力
輸
送
に
二
十
日
間
も
か
か
つ
た
。
支
那
軍
は
白

昼
鉄
道
警
備
隊
を
襲
撃
し
て
来
る
。
今
で
は
京
漢
線
の
方
も
、
や
ら
れ
る
様
に
な
つ

（3
7
）

た
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
五
月
＝
日
付
書
簡
で
「
来
る
途
中
、
敵
は
部
落
に

潜
伏
し
居
て
大
部
隊
の
通
過
後
、
後
方
の
車
輌
を
襲
撃
し
監
視
兵
と
な
っ
て
居
る
我

が
第
二
中
隊
で
死
者
一
名
重
傷
一
名
出
し
た
。
九
日
目
的
地
に
着
し
、
警
備
し
て
居

る
。
是
れ
か
ら
討
伐
に
出
る
で
せ
う
。
前
の
守
備
隊
は
附
近
の
討
伐
に
出
て
民
家
を

焼
払
っ
て
来
た
の
で
、
其
の
人
民
は
支
那
軍
隊
と
連
絡
を
取
り
毎
夜
や
っ
て
来
ま

す
。
戦
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
支
那
人
の
食
物
は
絶
へ
木
の
葉
を
こ
き
取
り
、

亦
青
麦
の
穂
を
も
ぎ
取
っ
て
手
で
も
み
、
の
ぎ
を
落
し
て
食
べ
て
居
ま
す
。
見
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

悲
惨
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
六
月
と
推
定
さ
れ
る
書
簡

で

は
「
山
西
は
軍
民
一
致
、
抗
日
は
徹
底
し
て
居
り
ま
し
て
、
部
落
民
は
居
り
ま
せ

（3
9
）ん

。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
＝
月
一
八
日
付
書
簡
で
は
、
「
薪
も
あ
り
ま
せ
ん

で
、
一
里
も
二
里
も
離
れ
た
部
落
に
行
き
、
支
那
家
屋
を
こ
わ
し
て
、
運
搬
し
ま

（4
0
）

す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
九
年
六
月
と
推
定
さ
れ
る
書
簡
で
は
「
私
達
の
居
る
と
こ

ろ
は
敵
の
真
中
で
あ
り
ま
し
て
、
部
落
に
は
人
一
人
居
り
ま
せ
ん
。
…
…
支
那
軍
隊

は
毎
日
の
様
に
や
っ
て
来
る
の
で
、
亦
我
軍
も
之
に
応
戦
し
、
正
規
軍
で
あ
ら
う

と
、
敗
残
兵
で
あ
ら
う
と
、
地
方
民
で
あ
ら
う
と
皆
射
撃
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
困

る
で
せ
う
。
先
日
も
中
隊
は
攻
撃
前
進
の
際
、
散
開
し
て
前
進
し
た
と
こ
ろ
は
、
畑

で
働
い
て
居
る
地
方
民
は
逃
場
を
失
っ
て
麦
畑
に
、
す
く
た
ま
っ
て
、
ぶ
る
く
し

て

居
っ
た
。
女
も
居
れ
ば
子
供
も
あ
る
。
で
も
、
兵
隊
は
気
は
張
っ
て
居
る
の
で
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の

な
い
女
子
供
も
殺
し
て
前
進
す
る
。
悲
惨
な
も
の
で
す
ね
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
菊
池
八
兵
衛
は
一
九
三
八
年
一
月
一
六
日
付
葉
書
で
「
只
今
は
敗
残
兵
匪
賊
の
討

　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

伐
を
や
て
居
り
ま
し
て
」
と
書
き
、
一
九
三
九
年
二
月
二
日
付
書
簡
で
は
コ
月
十

日
の
大
討
伐
に
依
り
敵
の
戦
死
者
の
死
体
を
見
る
に
十
五
才
位
の
若
い
方
が
沢
山
有

り
ま
し
た
。
其
時
か
ら
敵
は
兵
器
を
持
つ
た
者
も
半
数
に
て
、
残
り
は
手
榴
弾
を
持

　
　
　
（
4
3
）

つ
て

居
り
、
」
と
書
き
、
一
九
三
九
年
五
月
三
日
付
書
簡
で
は
「
丁
度
一
ヶ
月
以
前
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の
討
伐
に
は
夜
襲
を
以
て
敵
を
包
囲
致
し
戦
闘
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
敵
の
狼
狽
此

の
上

も
無
く
逃
げ
ま
ど
う
処
を
重
機
軽
機
の
掃
射
に
て
将
棋
倒
し
に
バ
タ
〈
と
倒

れ

る
、
此
の
面
白
き
事
例
へ
る
物
は
有
り
ま
せ
ん
。
此
の
時
の
捕
虜
約
弐
十
名
（
十

五
才
の
者
弐
名
、
十
七
才
の
者
弐
名
）
居
り
ま
し
た
。
其
の
外
有
力
者
も
多
数
有
り

　
（
4
4
）

ま
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
加
藤
清
逸
は
、
最
初
は
中
国
本
土
北
部
に
お
り
、
一
九
三
八
年
三
月
一

七

日
付
書
簡
で
は
「
霊
石
な
ど
は
字
の
如
く
険
し
い
山
岳
地
帯
で
敵
は
其
の
頂
上
に

強
固
な
る
陣
地
を
築
き
、
我
が
軍
を
つ
る
べ
射
に
仕
様
と
が
ん
ば
り
居
り
ま
し
た
。

…
…
鉄
道
道
路
は
殆
ん
ど
破
壊
さ
れ
、
交
通
は
遮
断
さ
れ
、
手
紙
ど
こ
ろ
か
、
糧
秣

　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

も
十
分
で
な
い
の
だ
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
四
月
一
七
日
付
書
簡
で
は
「
何
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ザ

毎
日
の
戦
闘
行
軍
で
…
…
冴
陽
と
言
ふ
所
に
着
き
ま
し
た
。
弦
に
一
泊
す
ぐ
又
行
軍

に
て
討
伐
に
出
発
し
ま
し
た
。
何
れ
此
の
山
西
は
山
国
で
ど
こ
へ
行
つ
て
も
山
ば
か

り
水
な
く
薪
木
な
く
非
常
に
難
儀
し
ま
し
た
。
又
所
々
に
共
産
軍
、
敗
残
兵
な
ど
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

り
、
数
回
の
襲
撃
を
受
け
ま
し
た
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
六
月
二
十
九
日
付
書

　
　
　
　
マ
マ
　

簡
で
は
「
沿
陽
に
て
…
…
私
等
の
慈
に
来
た
時
は
敵
も
た
く
さ
ん
…
…
し
た
が
、
今

は

殆
ん
ど
平
穏
で
す
が
、
ま
だ
…
…
離
石
と
言
ふ
所
に
討
伐
に
出
て
ゐ
ま
す
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

時
々
便
衣
隊
の
た
め
破
壊
さ
れ
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。

　

そ
の
後
中
国
本
土
中
部
に
移
動
し
た
後
で
は
、
一
九
三
九
年
四
月
一
六
日
付
の
葉

書
に
「
三
月
二
十
七
日
南
昌
入
城
致
し
ま
し
た
。
此
の
攻
撃
も
攻
撃
も
相
当
の
激
戦

に
て
、
殊
に
敵
前
渡
河
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
あ
の
暗
夜
に
敵
弾
雨
の

如
く
飛
び
来
る
中
を
小
舟
に
て
渡
河
の
時
は
全
く
生
き
た
る
気
持
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
南
昌
に
は
…
…
部
隊
に
配
属
に
な
り
、
一
番
乗
り
で
し
た
。
入
城
当
時
は
残

敵
多
く
二
十
七
八
九
日
は
残
敵
掃
討
致
し
。
…
…
新
聞
雑
誌
に
は
戦
闘
一
段
落
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

あ
る
が
、
一
線
は
ど
こ
に
行
つ
て
も
敵
だ
ら
け
で
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
九
年
六

月
三
日
付
葉
書
で
は
「
私
等
は
三
月
以
降
今
ま
で
貴
陽
方
面
の
大
討
伐
に
出
て
ゐ
ま

し
た
。
…
…
今
は
漢
口
西
北
方
約
百
里
○
○
城
内
の
警
備
を
し
て
ゐ
ま
す
。
慈
は
敵

前
二
千
米
の
地
点
て
毎
日
銃
声
は
絶
え
ま
せ
ん
。
附
近
に
は
密
偵
な
ど
も
う
る
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
9
＞

警
備
と
言
ふ
て
も
戦
地
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
九
年
八
月
二
五

日
付
書
簡
で
は
「
討
伐
に
出
ま
し
た
。
…
…
敵
は
相
当
多
く
仲
々
の
苦
戦
で
し
た
。

…
…
或
る
時
は
敵
に
包
囲
さ
れ
相
当
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
…
…
今
の
敵
は
敗
残

兵
で
す
が
、
山
の
中
で
は
実
に
強
く
突
撃
せ
ぬ
内
は
逃
げ
ま
せ
ん
。
日
本
兵
も
強
い

が
、
支
那
兵
も
相
当
が
ん
ば
り
ま
す
。
…
…
あ
れ
位
の
討
伐
で
は
敵
も
び
く
と
も
し

な
い
。
…
…
毎
日
の
様
に
敵
が
出
て
鉄
道
道
路
な
ど
破
壊
さ
れ
、
汽
車
も
時
々
通
行

出
来
ず
、
糧
秣
も
続
か
ぬ
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。
何
れ
ま
た
近
い
内
に
大
討
伐
あ
る

　
　
　
　
⌒
5
0
）

事
で
し
よ
う
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
兵
が
女
性
・
子
供
を
含
む
中
国
住
民
を
殺
害
し
た
り
、
住
民

の

家
を
焼
き
払
っ
た
り
、
住
民
の
財
産
を
略
奪
す
る
と
と
も
に
、
敗
残
兵
を
討
伐

し
、
逃
げ
る
中
国
兵
を
射
撃
・
突
撃
し
て
い
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日

本
軍
の
行
為
が
中
国
軍
と
住
民
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
日
本
兵
が
先
入
観
を
持
っ
て
蔑
視
し
て
い
た
中
国
人
の
軍
隊
が
、
八
路
軍
を

は
じ
め
日
本
軍
に
対
し
て
強
固
に
抵
抗
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。
八
路
軍
な
ど

の

抵
抗
が
強
く
、
日
本
軍
が
お
さ
え
て
い
る
鉄
道
な
ど
を
破
壊
し
、
日
本
軍
の
補
給

が

ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
警
備
や
敗
残
兵
の
討
伐
と
い
っ
て

も
本
格
的
な
戦
闘
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
農
民
兵
に

は
、
重
機
軽
機
の
掃
射
で
中
国
人
が
バ
タ
バ
タ
倒
れ
る
こ
と
を
、
例
え
る
も
の
が
な

い
ほ

ど
面
白
い
と
思
っ
て
い
る
者
も
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
中
国
人
の
悲
惨
な

様
子

を
見
て
、
戦
に
は
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
見
て
取

れ
る
。

2
　
廃
壇
に
な
っ
た
都
市

　
つ
ぎ
に
日
本
軍
に
よ
っ
て
爆
撃
や
攻
撃
さ
れ
た
都
市
な
ど
の
様
子
を
あ
げ
て
み
よ

・
つ
。　

加
藤
清
逸
は
一
九
三
七
年
九
月
五
日
の
葉
書
に
「
天
津
に
着
い
た
は
九
月
三
日
午

後
な
り
、
当
市
大
分
大
き
い
所
な
り
し
も
、
大
な
る
建
物
は
爆
撃
の
為
焼
け
残
り
、
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惨
た
る
も
の
な
り
。
…
…
途
中
列
車
橋
な
ど
爆
撃
さ
れ
、
焼
残
れ
る
あ
り
。
列
車
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

九

月
四
日
当
豊
台
駅
に
着
い
た
。
弦
も
そ
う
と
う
や
ら
れ
た
る
跡
と
あ
り
。
」
と
書

き
、
一
九
三
九
年
＝
一
月
二
一
日
付
書
簡
に
は
「
南
寧
…
…
入
城
当
時
は
住
民
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

人

も
な
く
、
あ
ち
こ
ち
に
支
那
兵
の
死
体
に
て
、
ま
る
で
死
の
都
な
り
し
、
」
と
書

い
て

い
る
。

　
高
橋
千
太
郎
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
四
日
付
書
簡
で
「
北
支
到
着
最
初
戦
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
3
）

通
過
　
聞
き
し
に
勝
る
戦
場
の
跡
、
殊
に
人
馬
の
死
体
な
ど
臭
気
に
む
せ
び
つ
」
と

書
き
、
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
の
書
簡
で
は
「
戦
乱
に
化
し
た
北
支
の
状
態
な

ど
は
実
に
悲
惨
の
極
度
に
達
せ
る
も
の
が
有
り
ま
す
。
幾
何
万
の
人
口
に
対
す
る
大

都
市
も
一
人
の
住
民
の
影
も
な
く
、
犬
子
一
匹
も
さ
へ
居
ら
ざ
る
所
一
二
個
所
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
皇
軍
の
た
め
に
主
な
る
建
物
は
破
壊
さ
れ
、
子
は
親
と
離
れ
、

妻
は

夫

を
失
い
、
財
は
其
の
儘
放
棄
し
、
死
体
は
山
を
築
き
臭
気
ハ
ナ
を
突
く
感
が

有
り
ま
す
。
…
…
家
屋
は
申
す
ま
で
も
な
く
諸
道
具
ま
で
も
焼
き
蓋
さ
れ
、
鍋
釜
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
5
4
）

め

の
類
な
ど
は
打
破
さ
れ
見
る
惨
々
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
天
皇
の
軍
隊
・
皇
軍
で
あ
る
日
本
軍
の
攻
撃
・
爆
撃
に
よ
り
、
中
国

の
都
市
や
鉄
道
沿
線
な
ど
が
、
死
の
町
の
よ
う
に
建
物
や
道
具
が
破
壊
さ
れ
た
り
、

焼
か
れ

た
り
し
て
廃
嬬
と
な
り
、
中
国
人
の
死
体
が
放
置
さ
れ
て
お
り
、
中
国
人
の

住
民
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

3
　
日
本
軍
の
占
領
地
支
配

　
こ
こ
で
、

・
つ
。

日
本
軍
の
中
国
占
領
地
支
配
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
見
て
い
こ

　
千
葉
徳
右
衛
門
は
、
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
付
の
書
簡
で
は
「
…
…
去
る
十
八

日
は
事
変
突
発
第
一
週
年
記
念
日
…
…
日
の
丸
と
満
州
国
の
五
色
の
旗
と
二
つ
を
持

つ

た
支
那
人
行
列
が
在
り
ま
し
た
。
彼
等
顔
に
は
酷
使
さ
れ
る
軍
閥
よ
り
免
れ
、
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
｝

利
義
務
の
平
等
を
得
た
る
喜
の
色
が
漆
ぎ
つ
て
居
り
ま
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
菊
池
清
右
衛
門
は
一
九
四
〇
年
四
月
二
二
日
付
葉
書
で
「
当
地
に
住
め
る
満
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

大
分
日
本
人
化
し
て
殆
ん
ど
異
国
に
在
る
の
感
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

石
川
庄
七
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
四
日
付
書
簡
で
「
北
平
市
民
は
非
常
に
皇
軍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
7
）

歓
迎

し
て
呉
れ
ま
す
。
…
…
建
国
の
時
期
近
し
」
と
書
き
、
一
九
三
七
年
＝
月
二

一
日
付
の
書
簡
で
「
早
く
殺
っ
け
て
決
着
を
見
た
い
の
が
吾
々
で
す
。
北
支
独
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

早
か

ら
ん
事
を
期
待
し
て
居
り
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
七
年
一
二
月
二
八
日
付

書
簡
で
「
北
支
も
今
は
楽
土
に
近
く
、
逃
げ
て
居
な
い
土
民
も
日
本
軍
の
情
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

り
、
八
九
分
通
り
も
帰
つ
て
来
て
居
り
ま
す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
二
月
七
日

付
と
推
定
さ
れ
る
葉
書
で
は
「
今
は
北
支
も
日
一
日
と
五
色
の
旗
は
各
戸
口
に
輝
い

て

平
和
を
物
語
っ
て
居
り
ま
す
。
又
皇
軍
は
喰
べ
る
事
の
出
来
な
い
困
る
者
を
集
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

援
助
す
る
事
に
な
っ
て
場
所
も
出
来
て
居
り
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
高
橋
千
太
郎
は
年
月
日
不
明
の
書
簡
で
「
鮮
人
の
多
く
は
我
が
軍
に
依
り
て
辛
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

て

生
活
の
姿
を
得
る
も
の
多
く
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
五
月
二
八
日
付
書
簡
で
は

「今
や
当
北
支
方
面
の
戦
闘
は
一
段
落
と
は
申
し
な
が
ら
、
敗
残
兵
や
便
衣
隊
或
は

不
良
支
那
人
の
横
行
止
ま
ず
、
私
共
警
戒
線
の
鉄
道
破
壊
は
タ
ベ
も
あ
り
ま
し
た
。

…
…
新
政
府
の
巡
捕
と
協
力
し
て
楽
土
北
支
の
建
設
に
鉄
槌
を
打
ち
お
ろ
し
て
居
り

　
（
6
2
）

ま
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
菊
池
八
兵
衛
は
一
九
三
九
年
五
月
三
日
付
書
簡
で
「
皇
軍
の
宣
撫
に
依
り
王
道
楽

土
化
し
土
民
は
皇
軍
に
感
謝
し
つ
・
帰
来
、
生
業
に
い
そ
ん
で
居
り
ま
す
。
今
じ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
）

土
民
も
敵
兵
（
敗
残
兵
）
現
れ
ば
我
軍
に
報
導
し
、
我
軍
の
討
伐
を
待
つ
様
に
成
り

　
　
　
お
　

ま
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
加
藤
清
逸
は
一
九
三
八
年
一
月
七
日
付
書
簡
で
「
今
は
支
那
人
も
我
々
日
本
口
口

対
し
厚
意
を
持
つ
て
来
ま
し
た
。
又
我
々
も
支
那
良
民
に
対
し
口
口
皆
愛
護
し
て
い

ま
す
。
…
…
当
北
支
に
は
今
は
新
政
府
治
安
維
持
会
な
ど
設
立
し
、
…
…
今
は
新
年

と
て
各
門
毎
に
国
旗
門
松
な
ど
立
て
ら
れ
内
地
と
殆
ど
変
り
な
く
異
国
と
は
思
わ
れ

　
　
　
（
6
4
）

ぬ
程
で

す
。
」
と
書
き
、
一
九
三
八
年
六
月
二
九
日
付
書
簡
で
は
「
日
本
軍
を
頼
み

と
し
、
敗
残
兵
便
衣
隊
…
…
軍
に
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
様
で
す
か
ら
、
支

那
農
工
商
民
共
心
か
ら
信
頼
し
尊
敬
し
て
ゐ
ま
す
。
我
々
入
城
当
時
は
住
民
一
人
も
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居
な
か
っ
た
扮
陽
城
内
も
今
は
と
て
も
賑
か
で
す
。
時
々
内
地
や
支
那
人
の
慰
問
団

が
来
て
活
動
、
芝
居
、
踊
、
万
才
な
ど
を
催
し
て
く
れ
ま
す
。
…
…
石
家
荘
な
ど
殆

ん

と
日
本
町
と
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
半
分
位
入
り
、
商
店
を
開
い
て
ゐ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

す
。
…
…
ど
こ
の
村
に
行
つ
て
も
日
本
軍
の
居
な
い
村
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
書

き
、
一
九
三
九
年
一
二
月
二
一
日
付
書
簡
で
は
「
南
寧
…
…
我
が
軍
の
為
宣
撫
が
行

わ
れ
町
も
清
掃
さ
れ
た
し
、
住
民
も
毎
日
群
を
な
し
て
帰
宅
し
て
居
り
、
今
日
は
約

一
万
人
以
上

も
居
る
そ
う
で
す
。
我
々
も
今
は
討
伐
も
な
く
、
毎
日
道
路
修
理
、
飛

行
場
の

工
事
等
、
今
は
殆
ん
ど
宣
撫
、
建
設
に
従
事
し
て
ゐ
ま
す
。
今
の
戦
争
は
占

領
す
る
と
す
ぐ
宣
撫
班
が
入
り
、
特
務
機
関
が
入
り
、
建
設
運
動
と
実
に
う
る
さ
く

な
り
ま
し
た
。
其
れ
が
た
め
、
徴
発
も
禁
じ
ら
れ
る
し
、
糧
秣
も
続
か
ぬ
。
今
は
南

　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

京
米
に
塩
汁
で
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
中
国
占
領
地
支
配
が
当
初
は
破
壊
と
略
奪
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
後
の
支
配
は
日
本
軍
の
軍
事
力
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本

軍
の

い

い

な
り
に
な
る
「
満
州
国
」
、
華
北
の
政
権
や
治
安
維
持
会
な
ど
を
つ
く
る

形
で
支
配

し
て
お
り
、
占
領
地
が
日
本
の
植
民
地
の
よ
う
に
日
本
化
さ
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
性
格
の
「
復
旧
」
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
と

れ
る
。

4
　
毒
ガ
ス
戦
の
準
備

　
こ
こ
で
は
、
毒
ガ
ス
戦
そ
の
も
の
を
実
施
し
て
い
る
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
た
め

の

訓
練
や
教
育
を
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
こ
う
。

　
石
川
庄
七
は
一
九
三
三
年
三
月
一
一
日
付
消
印
の
葉
書
で
「
吾
等
十
五
日
間
召
集

兵
は

瓦
斯
中
隊
で
毒
瓦
斯
教
育
で
、
主
と
し
て
学
科
半
分
位
、
防
毒
面
装
脱
等
の
演

習
、
分
隊
小
隊
の
行
進
中
の
諸
動
作
ば
か
り
で
、
現
役
当
時
の
練
習
は
少
も
致
し
ま

せ

ん
。
瓦
斯
を
使
用
し
、
そ
れ
を
防
毒
面
で
除
く
か
、
消
毒
剤
に
依
つ
て
防
護
す
る

　
（
6
7
）

か
等
」
と
書
き
、
一
九
三
三
年
八
月
六
日
付
消
印
の
葉
書
で
は
「
今
般
の
召
集
人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

百

十
二
名
、
主
と
し
て
毒
ガ
ス
の
研
究
で
学
科
七
分
の
様
子
に
御
座
候
」
と
書
い
て

い
る
。

　
千
葉
徳
右
衛
門
は
一
〇
月
一
六
日
付
書
簡
で
「
去
る
十
月
十
三
日
よ
り
は
両
が
古

北
口

に
参
り
ま
し
て
、
目
下
八
釜
敷
叫
ば
れ
る
化
学
兵
器
た
る
『
ガ
ス
』
専
習
員
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
て
修
業
致
し
居
り
ま
す
。
余
り
に
複
雑
な
こ
と
計
り
で
、
浅
学
な
る

千
葉
に
は
無
理
過
る
程
で
す
。
…
…
防
毒
用
具
と
し
て
は
九
一
式
防
毒
面
及
防
毒
衣

袴
。
こ
れ
に
は
手
袋
靴
ま
で
あ
り
ま
す
。
何
れ
も
『
ゴ
ム
』
製
で
す
。
未
だ
公
表
許

さ
れ
無
い
処
の
最
新
式
で
列
国
に
比
し
て
も
誇
る
と
も
劣
ら
ぬ
物
と
聞
い
て
居
り
ま

す
。
『
ガ
ス
』
に
も
直
接
障
り
も
し
、
催
涙
性
の
如
き
は
目
よ
り
涙
が
出
、
又
咽
喉

を
刺
戟
す
る
の
で
す
。
仲
々
偉
い
も
の
で
す
。
そ
の
反
面
に
は
秘
密
の
保
持
上
専
習

員
さ
へ
に
も
筆
記
を
許
さ
な
い
処
も
あ
り
ま
す
。
期
間
は
十
五
日
間
で
す
。
来
る
べ

き
戦
場
に
化
学
の
力
を
利
用
し
、
『
ガ
ス
』
兵
と
し
て
先
輩
の
残
せ
る
三
十
余
年
昔

の

誉
あ
る
歴
史
を
偲
び
、
今
次
の
予
想
敵
国
も
又
国
土
を
同
じ
う
す
る
彼
等
と
両
度

の
決
戦

を
試
み
ん
日
が
待
遠
し
い
思
す
ら
致
し
ま
す
。
…
…
千
葉
は
第
二
回
目
の
修

　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

業
兵
で
あ
り
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
軍
が
国
際
法
違
反
を
知
り
な
が
ら
、
密
か
に
毒
ガ
ス
戦
を
お
こ

な
う
こ
と
を
考
え
、
そ
の
た
め
の
実
際
的
な
開
発
・
訓
練
・
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
農
民
兵
士
が
毒
ガ
ス
戦
を
し
た
い
と
意
思
表
示
を
し
て
い
る

こ
と
も
読
み
と
れ
る
。

⑤
お
わ
り
に
1
軍
事
郵
便
に
見
ら
れ
る
農
民
兵
士
の
考
え

　
こ
こ
で
は
、

、
つ
。

日
本
の
戦
争
目
的
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
書
い
て
い
る
か
見
て
い
こ

　
高
橋
徳
松
は
一
九
三
四
年
一
月
一
七
日
付
書
簡
で
「
王
道
楽
土
の
満
州
帝
国
は
今

や

世
界
に
誇
り
得
る
権
利
と
帝
国
布
設
に
達
し
、
益
々
暁
光
に
辿
り
一
点
の
雲
だ
に

な
き
晴
天
の
大
満
州
帝
国
と
は
な
り
、
そ
れ
に
住
む
我
々
邦
人
の
喜
悦
な
る
事

（7
0
）

よ
。
」
と
書
い
て
い
る
。
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千
葉
徳
右
衛
門
は
一
九
三
三
年
一
月
一
〇
日
付
書
簡
で
「
た
か
“
知
れ
た
チ
ヤ
ン

コ

ロ

如
き
、
我
れ
に
正
義
の
利
剣
と
九
千
万
同
胞
の
厚
き
信
頼
を
負
へ
る
な
り
。
身

は

た
と
へ
満
蒙
瞳
野
の
野
露
と
消
ゆ
る
共
、
国
護
る
心
は
更
に
変
る
ま
じ
覚
悟
な
の

　
　
れ
　

で
す
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
高
橋
千
太
郎
は
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
の
書
簡
で
、
「
戦
争
中
逃
げ
後
れ
た

支
那
兵
の
婦
女
子
は
土
穴
に
か
く
れ
、
吾
等
皇
軍
を
見
る
如
く
、
土
に
伏
し
て
手
を

合
せ

お
許
し
下
さ
れ
よ
と
言
ふ
が
如
く
、
泣
い
て
ー
拝
ん
で
居
る
有
様
は
、

我
々
も
同
じ
人
間
で
あ
り
、
若
し
や
当
支
那
国
に
生
を
受
け
た
な
ら
斯
様
な
悲
惨
極

る
と
こ
ろ
の
う
き
目
に
合
ふ
も
免
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
幸
ひ
に
し
て
皆
様

と
生
を
大
日
本
帝
国
に
生
れ
合
は
し
、
世
界
各
国
に
比
な
き
国
体
を
有
し
つ
・
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　

く
暮
し
居
る
幸
福
さ
よ
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
菊
池
八
兵
衛
は
一
九
三
八
年
八
月
≡
二
日
付
書
簡
で
「
昨
夏
出
動
以
来
慈
に
一
年

の
戦
場
往
来
を
顧
み
て
感
慨
無
量
の
も
の
有
之
候
。
東
亜
永
遠
の
平
和
確
立
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

は

此
際
徹
底
的
に
彼
等
の
迷
夢
を
打
破
す
る
事
肝
要
に
て
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
農
民
兵
士
た
ち
は
、
日
本
軍
が
お
こ
な
う
戦
争
を
正
当
化
す
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、
疑
う
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
書
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
日
本
軍
の
中
国
人
殺
毅
な
ど
を
「
小
気
味

よ
い
」
「
痛
快
」
「
面
白
い
」
と
書
き
表
し
て
お
り
、
日
本
軍
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

中
国
人
を
見
て
も
、
中
国
人
を
蔑
視
し
、
中
国
人
は
哀
れ
だ
と
書
く
だ
け
で
、
日
本

人

と
し
て
天
皇
制
国
家
・
大
日
本
帝
国
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
そ
こ
か

ら
、
戦
争
に
負
け
る
と
悲
惨
で
あ
り
、
戦
争
に
負
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
考
え
を

表
明
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
見
る
農
民
兵
士
の
意
識
が
、
す
べ
て
の
兵
士
の

も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
さ
き
に
紹
介
し
た
先
行
研
究
も
踏
ま
え
て
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

る
と
、
普
遍
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
最
後
に
ま
と
め
る
と
、
農
民
兵
士
の
軍
事
郵
便
か
ら
も
、
日
本
の
中
国
へ
の
戦
争

が
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
の
人
び
と
に
多
大
な
災
難
、
損
害
と

苦
痛
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
犯
罪
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
言
え

る
。
さ
ら
に
そ
の
侵
略
戦
争
を
農
民
兵
士
が
遂
行
に
あ
た
っ
て
お
り
、

を
疑
う
こ
と
な
く
、
受
け
入
れ
た
こ
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ

の
正
当
化

註21222120191817161514131211109876543（2
3
）

（2
4
）

『静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
二
四
号
（
以
下
『
研
究
』
と
略
す
）
一
二
三
ぺ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
］
二
三
～
四
ペ
ー
ジ
と
『
浅
羽
町
史
』
資
料
編
三
近
現
代
（
以
下
『
資
料
』
と
略

す
）
四
五
五
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
＝
四
ペ
ー
ジ
と
『
資
料
』
四
五
六
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
一
五
ペ
ー
ジ
と
『
資
料
』
四
五
九
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
＝
六
ペ
ー
ジ
と
『
資
料
』
四
六
〇
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

『資
料
』
四
五
七
ペ
ー
ジ
。

『資
料
』
四
六
三
ペ
ー
ジ
。

『資
料
』
四
六
五
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

『資
料
』
六
一
一
ペ
ー
ジ
。

『資
料
』
六
一
一
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
一
六
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
一
一
七
ぺ
ー
ジ
。

『資
料
』
六
一
一
ぺ
ー
ジ
。

『資
料
』
六
一
一
ぺ
ー
ジ
。

『研
究
』
一
二
四
ぺ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

『研
究
』
　
一
二
四
～
五
ペ
ー
ジ
。

　
一
九
三
一
年
一
二
月
二
一
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
三
一
連
隊
第
二
機
関
銃
中
隊

高
橋
徳
松
、
高
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
、
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
二
五
～
二
六
ペ
ー
ジ
に

翻
刻
、
し
か
し
「
チ
ャ
ン
コ
ロ
」
「
支
那
」
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
三
一
年
一
二
月
二
三
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
二
二
連
隊
第
二
機
関
銃
中
隊

高
橋
徳
松
、
在
郷
軍
人
分
会
内
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
、
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
二
六

～
三
〇
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
。

　
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉
徳

右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。
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（
2
5
）
　
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
二
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉

　
　
徳
右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
2
6
∀
　
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
二
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉

　
　
徳
右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
2
7
）
　
一
九
三
七
年
＝
月
二
一
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
先
生
宛
書
簡
。

（
2
8
）
　
一
九
三
八
年
二
月
七
日
付
（
推
定
）
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄

　
　
七
、
高
橋
峯
次
郎
先
生
宛
葉
書
。

（
2
9
）
　
一
九
三
八
年
五
月
七
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、
高
橋

　
　
峯
次
郎
先
生
宛
書
簡
。

（
3
0
）
　
一
九
三
八
年
＝
月
一
四
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
米
岡
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、
高

　
　
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
3
1
）
　
一
九
三
七
年
］
○
月
二
四
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊

　
　
高
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
3
2
）
　
一
九
三
八
年
一
月
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高
橋
千
太

　
　
郎
、
高
橋
峯
次
郎
外
学
生
御
一
同
宛
書
簡
。

（
3
3
）
　
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高

　
　
橋
千
太
郎
、
後
藤
尋
常
小
学
校
生
徒
諸
君
宛
書
簡
。

（
3
4
）
　
一
九
三
八
年
五
月
一
五
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高

　
　
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
3
5
）
　
一
九
三
八
年
六
月
八
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高
橋

　
　
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
。

（
3
6
）
　
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
四
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊

　
　
高
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
3
7
）
　
一
九
三
八
年
五
月
六
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
井
村
隊
川
原
田
隊
高
橋
徳

　
　
兵
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
、
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
五
六
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
。

（
3
8
）
　
一
九
三
八
年
五
月
二
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
部
隊
川
原
田
隊
高
橋
徳
兵
衛
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
、
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
五
六
～
五
七
ぺ
ー
ジ
に
翻
刻
。

（
3
9
）
　
一
九
三
八
年
六
月
（
推
定
）
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
中
村
静
部
隊
井
村
隊
川
原
田
隊
高
橋

　
　
徳
兵
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
0
）
　
一
九
三
八
年
一
一
月
一
八
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
米
岡
部
隊
川
原
田
隊
高
橋
徳
兵

　
　
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
1
）
　
一
九
三
九
年
六
月
（
推
定
）
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
米
岡
部
隊
川
原
田
隊
高
橋
徳
兵
衛
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
、
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
六
二
～
六
三
ぺ
ー
ジ
に
翻
刻
、
し
か

　
　

し
「
で
も
、
兵
隊
は
気
は
張
っ
て
居
る
の
で
罪
の
な
い
女
子
供
も
殺
し
て
前
進
す
る
。
」
の
部

　
　
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
4
2
）
　
］
九
三
八
年
一
月
一
六
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
部
隊
中
村
覚
隊
本
部
菊
池
八
兵

　
　
衛
、
高
橋
先
生
宛
葉
書
。

（
4
3
）
　
一
九
三
九
年
二
月
二
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
米
岡
部
隊
中
村
覚
隊
本
部
菊
池
八
兵

　
　
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
、
『
真
友
』
一
九
三
九
年
三
月
号
で
紹
介
。

（
4
4
）
　
一
九
三
九
年
五
月
三
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
井
上
部
隊
清
水
部
隊
本
部
菊
池
八
兵

　
　
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
5
）
　
一
九
三
八
年
三
月
一
七
日
付
、
北
支
派
遣
軍
山
岡
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
深
谷
隊
第
二
小
隊
加

　
　
藤
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
6
）
　
一
九
三
八
年
四
月
］
七
日
付
、
北
支
派
遣
軍
山
岡
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
深
谷
隊
阿
べ
隊
加
藤

　
　
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
7
）
　
一
九
三
八
年
六
月
二
九
日
付
、
北
支
派
遣
軍
山
岡
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
深
谷
隊
第
二
小
隊
加

　
　
藤
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
4
8
）
　
一
九
三
九
年
四
月
一
六
日
付
、
中
支
派
遣
軍
岡
村
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
東
畑
隊
加
藤
清
逸
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
。

（
4
9
）
　
一
九
三
九
年
六
月
三
日
付
、
中
支
派
遣
軍
岡
村
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
東
畑
隊
加
藤
清
逸
、
高

　
　
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
。

（
5
0
）
　
一
九
三
九
年
八
月
二
五
日
付
、
中
支
派
遣
軍
岡
村
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
東
畑
隊
加
藤
清
逸
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
5
1
）
　
一
九
三
七
年
九
月
五
日
付
、
北
支
派
遣
軍
迫
撃
第
三
大
隊
第
一
中
隊
二
小
隊
加
藤
清
逸
、
高

　
　
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
。

（
5
2
）
　
一
九
三
九
年
一
二
月
二
一
日
付
、
南
支
派
遣
軍
今
村
（
均
）
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
東
畑
隊
加

　
　
藤
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
5
3
）
　
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
四
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊

　
　
高
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
5
4
）
　
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高

　
　
橋
千
太
郎
、
後
藤
尋
常
小
学
校
生
徒
諸
君
宛
書
簡
。

（
5
5
）
　
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉
徳

　
　
右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
5
6
）
　
一
九
四
〇
年
四
月
一
三
日
付
、
北
満
阿
部
部
隊
菊
池
清
右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
5
7
）
　
一
九
三
七
年
一
〇
月
四
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、
高

　
　
橋
峯
次
郎
先
生
宛
書
簡
。

（
5
8
）
　
一
九
三
七
年
一
一
月
二
一
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
先
生
宛
書
簡
。

（
5
9
）
　
一
九
三
七
年
一
二
月
二
八
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄
七
、
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高
橋
峯
次
郎
先
生
宛
書
簡
。

（
6
0
）
　
一
九
三
八
年
二
月
七
日
付
（
推
定
）
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
岩
淵
隊
石
川
庄

　
　
七
、
高
橋
峯
次
郎
先
生
宛
葉
書
。

（
6
1
）
年
月
日
不
明
、
高
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
2
）
　
一
九
三
八
年
五
月
二
八
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高

　
　
橋
千
太
郎
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
3
）
　
一
九
三
九
年
五
月
三
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
井
上
部
隊
清
水
部
隊
本
部
菊
池
八
兵

　
　
衛
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
4
）
　
↓
九
三
八
年
一
月
七
日
付
、
北
支
派
遣
軍
川
岸
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
深
谷
隊
第
二
小
隊
加
藤

　
　
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
5
）
　
「
九
三
八
年
六
月
二
九
日
付
、
北
支
派
遣
軍
山
岡
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
深
谷
隊
第
二
小
隊
加

　
　
藤
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
6
）
　
一
九
三
九
年
一
二
月
二
一
日
付
、
南
支
派
遣
軍
今
村
（
均
）
部
隊
気
付
赤
間
部
隊
東
畑
隊
加

　
　
藤
清
逸
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
6
7
）
　
一
九
三
三
年
三
月
一
一
日
消
印
、
弘
前
歩
兵
第
三
一
連
隊
後
備
兵
第
一
中
隊
石
川
庄
七
、
高

　
　
橋
峯
次
郎
・
及
川
長
太
郎
宛
葉
書
。

（
6
8
）
　
一
九
三
三
年
八
月
六
日
消
印
、
弘
前
歩
兵
第
三
一
連
隊
後
備
兵
第
一
中
隊
三
班
石
川
庄
七
、

　
　
高
橋
峯
次
郎
宛
葉
書
。

（
6
9
）
　
一
〇
月
一
六
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉
徳
右
衛
門
、

　
　
高
橋
先
生
宛
書
簡
。

（
7
0
）
　
一
九
三
四
年
一
月
一
七
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
乗
馬
隊
高
橋
徳

　
　
松
、
在
郷
軍
人
分
会
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
7
1
）
　
一
九
三
三
年
一
月
一
〇
日
付
、
満
州
派
遣
軍
第
八
師
団
歩
兵
第
三
一
連
隊
第
六
中
隊
千
葉
徳

　
　
右
衛
門
、
高
橋
峯
次
郎
宛
書
簡
。

（
7
2
）
　
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
付
、
北
支
派
遣
軍
下
元
部
隊
中
村
静
部
隊
中
村
覚
隊
佐
藤
佐
隊
高

　
　
橋
千
太
郎
、
後
藤
尋
常
小
学
校
生
徒
諸
君
宛
書
簡
。

（
7
3
）
　
一
九
三
八
年
八
月
二
三
日
付
、
北
支
派
遣
軍
谷
口
部
隊
中
村
部
隊
中
村
覚
隊
本
部
菊
池
八
兵

　

衛
、
高
橋
先
生
宛
葉
書
。

（
7
4
）
岩
崎
稔
著
『
或
る
戦
い
の
軌
跡
ー
岩
崎
昌
治
陣
中
書
簡
よ
り
』
二
九
九
五
年
六
月
九
日
、

　

近
代
文
芸
社
刊
）
に
も
、
南
京
事
件
前
後
の
日
本
軍
の
行
為
を
書
い
た
軍
事
郵
便
が
収
録
さ
れ

　
　
て
い
る
。
そ
こ
で
も
、
日
本
軍
兵
士
が
敗
残
兵
や
、
女
性
・
子
ど
も
を
含
む
中
国
住
民
を
殺
害

　

し
、
住
民
の
家
が
焼
か
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
兵
士
が
敗
戦
国
民
を
哀
れ
ん
で
い

　

る
こ
と
も
書
い
て
い
る
。

　
（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
二
年
四
月
一
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
六
月
六
日
審
査
終
了
）
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The　Soldier　and　the　Battlefield，　as　Seen　in　Military　Mai1

YAMABE　Masahiko

As　part　of　an　analysis　of　military　mail　addressed　to　TAKAHASHI　Minejiro，　this　paper　attempts

to　shed　light，　through　the　study　of　military　mail，　on　the　actions　taken　at　the　battlefront　by

soldiers　in　the　war　with　China　and　the　views　harbored　by　these　soldiers　regarding　the　war．

Previous　research　regarding　military　mail　addressed　to　TAKAHASHI　Minejiro　focused　on　the

angle　of　the　farmer－soldier，　illustrating　the　soldiers’views　on　the　lives　of　the　Chinese　farmers

who　lived　on　the　land　where　the　battles　were　fought．　The　aspect　of　the　soldiers　with　regard　to

their　participation　in　the　war　between　Japan　and　China，　therefore，　was　left　for　further　research

to　unveil．

　　　Previously，　it　was　believed　that　censorship　prevented　writers　from　expressing　their　true

thoughts　in　military　mail．　Recently，　however，　a　study　published　by　KOIKE　Yoshiyuki　dealing

with　military　mail　in　Asaba　town　in　Shizuoka　Prefecture　revealed　evidence　in　military　mail　of

guilt　in　the　war　of　aggression．　One　of　the　objectives　of　this　paper　is　to　further　expand　on　the

results　of　the　above　research．

　　　This　paper　introduces　the　state　of　combat，　as　depicted　in　military　mail　correspondence　sent

by　TAKAHASHI　Tokumatsu，　CHIBA　Tokuemon，　KIKUCHI　Seiemon，　ISHIKAWA　Shohichi，

TAKAHASHI　Sentaro，　TAKAHASHI　Tokubei，　KIKUCHI　Hachibei，　and　KATO　Seiichi．

　　　Regarding　the　state　of　combat，　the　letters　reveal　how　Japanese　soldiers　killed　Chinese

citizens，　including　women　and　children，　and　prisoners　and　stragglers，　burnt　the　people’s

houses　and　plundered　them　of　their　belongings．　On　the　other　hand，　the　letters　also　show　how

the　Chinese　army，　who　were　looked　down　upon　by　the　Japanese，　strengthened　ties　among　the

Chinese　people　and　put　up　a　6erce　resistance．　In　addition，　there　are　descriptions　of　cities，

devastated　from　the　attacks　and　bombing　by　the　Japanese　army，　with　dead　bodies　left　lying　in

the　streets，　and　accounts　of　how　the　Japanese　army　maintained　control　of　the　occupied

territories　by　use　of　military　force，　establishing　a　puppet　government　and“Japanizing”the

territories，　as　if　they　were　Japanese　colonies．　There　is　also　indication　of　the　army　preparing　for

poison　gas　warfare．　In　this　way，　the　military　mail　sent　by　the　farmer－soldiers　provides　evidence

that　Japan’s　war　with　China　was　in　fact　a　war　of　aggression，　inflicting　an　enormous　amount　of

misfortune，　damage，　and　pain　on　the　people　of　China，　with　war　crimes　also　being　committed．

　　　The　military　mail　also　reveals　that　the　farmer－soldiers　accepted　without　question　the

ideologies　put　forth　by　the　Japanese　army　to　justify　the　war，　that　they　enjoyed　killing　Chinese

soldiers　and　other　such　acts，　that　they　regarded　the　Chinese　as　being　miserable，　that　they

were　glad　to　be　born　Japanese，　and　that　they　believed　that　they　had　to　win　the　war．
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